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私たちジェネシスオブエンターテイメントは、「人にとっ
ての娯楽とは？」をテーマにスポーツ・文化活動を通じて、
障害のある人とない人との相互理解を深め合い、障害の
ある人の生活空間の拡充を図ることで、障害のある人と
ない人との「共通の生きがい｣を創造していくことを目
的に活動を行っている市民団体です。 
　活動内容は、障害のある人とない人で踊る車いすダンス
の普及を主軸に、障害のある人とない人のこれからの社会
での関係を提案する講師派遣などを行っています。 
　車いすダンス活動は、現在20代を中心に多様な世代
が参加する車いすダンス教室と、社会人や学生を対象
としました講座を年間約100日開催し、1年に1回車いす
ダンス自主発表会を開催しています。 
　講師派遣活動は、大阪府内の地域へ、人権をテーマに
した講演講座と車いすダンス出演で、行政・企業・教育機関
等への派遣を行っています。 
　現在は特に教育機関において、単発的な講師派遣だけ
ではなく、障害のある人の社会的な課題から、障害のある
人とない人がどうすれば現在の立場から、より良く一緒に
生きていくことができるのかを考えるワークショップなど
も提案しています。 
　また、車いすダンスを障害のある人とない人の表現活
動として捉えて、新たな障害のある人たちの芸術分野で
の就労もめざしています。 
　想いのある仲間たちと一緒に1997年に始めたこの活
動も、今年9月で10年になりました。その間、読売光と愛
の事業団第19回福祉活動奨励賞と、2006年度大阪府
草の根人権活動奨励賞をいただくことができ、仲間から
車いすダンス全日本チャンピオンも誕生しました。 
　その一方で、私たちは車いすダンスという文化活動に、
社会課題の現実を変えるどんな可能性があるのかを問
い続け、これからも活動していきたいと思っています。
皆さまのご参加とご協力をお願いいたします。 

ひと 

手話「さつき」の目的は、聴覚障がい者の方々と交流を
しながら手話の技術向上、手話の普及に努力することです。 
いつでも、どこでも、みんなとお話ができるようにメンバー
一丸となってがんばっています。 
活動としては、毎週金曜日の例会。日々の生活の中で
遭遇したり発見したりする楽しい情報やお得な情報、おい
しい情報や時には犯罪に関する情報など身近なことを
手話を使って情報交換しています。施設見学や体験学習
も行っています。昨年は消防署の施設見学の後、ＡＥＤ（自
動対外式除細動器）の使い方と心肺蘇生法を共に学び
ました。また他市の手話サークルとも一緒に学習したり
交流を深めたりしています。 
親睦を図るための活動として、料理教室、ハイキング、
クリスマス会などの行事を実施しています。クリスマス
会では、昔話の手話劇が恒例となっていて、会員の個性
に合わせて登場人物を創作してシナリオを書いています。
演じている者、見ている者、みんな楽しみながら交流をし
ています。 
交野市聴力障害者協会と市内にある手話サークルの
皆さんと一緒に「ろう高齢者入所施設」「ろう重複障害者
の通所施設」の施設建設募金に協力しています。「さつき」
では手作り品のバザーの出店、街頭募金活動をしています。 
他には、交野市ボランティアグループ連絡会の行事に
も参加しています。ボランティアまつりなどは、紙芝居、
朗読劇、会長の挨拶などの手話通訳をしています。 
今年で22年目になり、現在の会員数は76名です。設立
当時はおひとりだった聴覚障がい者の方も16名になりま
した。 
昨年、大阪府草の根人権活動奨励賞をいただきました。
この賞に恥じないように、これからも会員相互の親睦を
図り、「聞こえないこととは」の理解を深めるためにボラ
ンティア活動をがんばっていきたいと思います。 

22歳で釜ヶ崎へ 
山田實さんは、釜ヶ崎で日雇い労働や野宿生活を

する人たちの生活・労働環境の改善に取り組んでき

た。現在はNPO法人釜ヶ崎支援機構の理事長とい

う肩書きをもち、取材や講演の依頼を受けることも

多い。釜ヶ崎の労働者・野宿者支援の「顔」とも言う

べき存在だが、初めて釜ヶ崎へ足を踏み入れた時は

22歳の若さだった。「学生運動をやってたから公安

に睨まれてね。アウトローの世界で生きるしかない

と思ってたところに、釜ヶ崎で活動している友人から

応援を頼まれたのがきっかけです」。 

 
 
排除された人が差別しあう「構造」 
ほんの手伝いのつもりで釜ヶ崎に入って驚いた。「当

時の釜ヶ崎は、暴力的な手配師と労働者とのぶつか

り合いが日常茶飯事でした。仕事をさせても給料を

払わない、契約の満期前になると嫌がらせをして追

い払うといったことがまかり通ってたんです」。「日

雇い労働者は法律の枠外におかれ、市民的権利など

認められていなかった。野宿生活者ともなれば、

1980年代までマスコミでも公然と“浮浪者”とい

われていました」。どこも当てにならないと感じた山

田さんは、自ら山奥の飯場を1週間かけて探し出し

て未払いの給料を払わせるなど、労働者からの相談

に1件1件対応していった。そのなかで、日雇い労働

を取り巻く「差別の構造」が見えてきた。 

日々雇われ、日々解雇される労働者たち。けがや

病気と隣り合わせでありながら何の保障もなく、体を

壊せばたちまち路頭に迷うことになる。また、暴力的

な親方や手配師もまたすさまじい暴力や差別を受け

てきた存在だった。「弱い立場にいた彼ら自身も、暴

力で人を思い通りにすることを教えられたんですよ」。

狭い釜ヶ崎で、社会から排除された人たちが生き延

びるために、互いを差別しあい、暴力で支配関係を

築いていた。 

 
 
「野宿者を生み出さない」という視点の施策を 
「日雇い労働をめぐる構造を変えなければ何も解

決しない」と、1980年、釜ヶ崎日雇労働組合委員長

に就任。1993年から「釜ヶ崎就労・生活保障制度の

実現を目指す連絡会」（釜ヶ崎反失業連絡会）共同

代表を務め、1999年に前述のNPOを設立した。

2002年には「ホームレスの自立の支援等に関する

特別措置法」が施行され、野宿者問題が社会や人権

の問題であるという認識が広まった。 

現在の釜ヶ崎は、暴力的な手配師は影をひそめ、高

齢化が進む。以前より平穏ではあるが、課題はまだま

だ残されている。「当事者にとっても、予算的な面で

も、福祉や医療で野宿者を保護するというだけでなく、

働ける人に仕事を保障するなど“野宿者を生み出さ

ない”という予防的な視点の施策が必要です。」「目

の前で死んでいく人を見ると、取り組まずにおれな

いんです。」そろそろノンビリしたいと笑う山田さん

だが、当分は東奔西走の日々が続きそうだ。 

やま　　　  だ みのる 

連絡先：大阪府ボランティア・市民活動センター 
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